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特集

おとなの学びのススメ
在宅ケアを楽しく続けるために
平成最後の新年を迎える2019年。多死社会の到来とともに、地域の暮
らしを支えるキーパーソンとして重要度・注目度が増す在宅医療に携わ
る専門職たちは基本的に、1人で訪問・訪室する場で、責任をもってケア
を提供することを求められます。一方で、中小規模の組織に所属するこ
とが多く、体系だった教育・研修や、先輩から学ぶ機会や情報を得られ
にくい状況があるのが現状です。そこで、訪問看護・介護関係者にとっ
てこそ必須である「おとな（専門職）の学び」について、その楽しい出会い
方・続け方を紹介します。
【公開収録トーク】
在宅ケアの学びに欠かせないのは「越境」と 

「楽しさ」だ！◉佐々木淳、山崎亮ほか
【インタビュー】
中原先生、「学びたい！」と思ったら、何からどうやって 
始めればいいですか？◉中原淳、佐藤直子、小川綾乃

多様に広がる学びのしかけ
❶フェス：Care do 北海道◉実行委員会
❷テスト：全国在宅医療テスト◉木原信吾ほか
❸ワークショップ：KAIGO MY PROJECT◉秋元可愛
❹メディア複合型：チーム医療フォーラム◉秋山和宏
❺プロジェクト：コミュニティナース◉矢田明子
❻ヘルスケアリーダーシップ研究会◉武藤真祐
❼コミュニティ・ヘルスケア・リーダーシップ学科◉坂本文武
地域で学びの場をひらいて
❶ 浅草かんわネットワーク研究会 

◉宮原富士子、倉持雅代、廣橋猛
❷ケア・アライアンス・YOKOHAMA◉足立大樹
新連載
50歳からの人生行路◉服部祥子
生き場所と死に場所を探してる。◉幡野広志

年 月号

※一部変更となることがあります。

今回は看護師と理学療法士等と
の連携に関する特集でした。「3

か月に1回行なう、アセスメントのた
めの看護師の訪問」については、必
ずしも算定することは求められていま
せん。しかし本来、看護師のアセス
メントってとっても専門性の高いスキ
ルですよね。それを無料でOKとなっ
てしまうのもちょっとどうかなあって
思っているのですが、現場の皆さん
的にはどうなのでしょう。今度こっそ
り教えてください。…小池

特別記事の寄稿者—高木さん
は、臨床20年を経て、PTとし

て初の厚労省専門官を務められ、現
在の大学教官に転じられた方です。
下河原さんは、米国放浪を契機に建
築業から身を起こされ、今に至る社
会起業家に。斯界を牽引される2人
それぞれの履歴に、長い学びと学び
直しの過程があったこと、今なお新
しい挑戦を続けられていることを、蛇
足ながら付記します。…青木

本号の編集作業中、飼い猫が亡
くなりました。新卒で就職した

年から飼い始め、享年15歳。人間
に換算すると70代後半でした。その
晩年、がんと診断されてから6年も
一緒にいられたのは、かかりつけの
動物病院の獣医さんや動物看護師さ
んのおかげでした。その6年間が
あったからこそ、出産や育児など環
境の変化があっても猫に支えてもらえ
ましたし、先日2歳になった娘は、い
まや動物が大好きになりました。その
ような時間をプレゼントしてくれる医
療のありがたさを、身をもって感じる
ことができました。…栗原
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